





























続く 3 つの章では、対象領域を時期と域内／域外の区別によって 3 つのかたまりに分け
て事例が記述される。第 3章では、1970年代から 90年代初めを対象に、EC域内での航空
政策の共同体化と航空規制の自由化の進展の過程が記述された。そこでは 1970年代の欧州
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所属ではあるが、博士(政策研究)ではなく、博士（政治・政策研究）= Ph. D. in Government
の学位を授与すべきであるという判断が下された。論文修正後の措置に関しては、本人か
ら各審査委員への説明を前提に、最終版承認の判断は主査にゆだねられた。その後、平成
22年 4月 5日に修正した最終版が提出され、主査が適切に修正されていることを確認した。 
